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課題とその手立て、教科書における
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自然数を素数の積で表すことができる

かどうかをみる。 

 

 
2×3×7 

 

 
  2、3、7 

⇒42 の素因数を記述しているが、それら

を積で表すといった素因数分解するこ

との意味を理解していないと考えられ

る。 

 
整数の性質について理解を深める場面

において、整数を様々な視点から捉える

ことができるようにするために、自然数

を素数の積で表すことが大切である。 

指導にあたっては、自然数を約数の積に

表す活動を通して、表現された約数の中に

素数の積があることを調べたり、素数の意

味を確認したりする場面を設定することが

考えられる。自然数を約数の積に表す場合

には多様な式での表現があるが、素数の積

の場合にはその表現はただ一通りであるこ

とを、具体的に知ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自然数を約数の積に表し、表現され

た約数の中に素数の積があることを調

べる場面を設定しています。 

 
素因数分解を利用して約数を求める

活動を通して、素因数分解のよさを感

得するとともに、整数に対する見方を

さらに広げ、整数の性質についての理

解を深めることができるようにしてい

ます。 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 指導のポイント 

POINT 

POINT 

① 素因数分解 〈1 年 1 章 整数の見方〉 

 

令和 4年度 全国学力・学習状況調査 □1  

 

1 年・整数の見方 p.17 

 

1 年・整数の見方 p.20 

 

正答率 

52.9% 
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自然数の意味を理解しているかどうか

をみる。 

 

 
ウ、オ 

 

 
  イ、ウ、オ 

⇒自然数は 0 と正の整数であると捉えて

いると考えられる。 

 
数の範囲を正の数と負の数にまで拡張

して、数の集合を捉え直す場面を設定

し、自然数や整数の意味を理解できるよ

うにすることが大切である。 

指導にあたっては、新しく捉え直した

数の集合に基づいて、様々な数の中から

自然数や整数を判断する活動を取り入れ

ることが考えられる。その際、小学校算

数科においては、整数を 0 と正の整数を

合わせたものとして捉えていたことを振

り返り、中学校数学科では、負の整数を

加えて、整数を正の整数（自然数）、0、

負の整数と捉え直し、整数の意味につい

ての理解を深めることが大切である。 

なお、このように数の集合を捉え直す

ことは、第 3 学年の有理数や無理数の学

習においても大切である。 

 
当社の教科書では、正の数と負の数

を学習する前に自然数を定義していま

す。自然数には 0 を含めないことにつ

いても、吹き出しで注意喚起をしてい

ます。 

 
正の数と負の数について学習したあ

とでは、自然数や整数などの数の集合

を捉え直す場面を設定し、様々な数の

中から自然数や整数を判断する活動を

取り入れています。 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 指導のポイント 

POINT 

POINT 

② 自然数の意味 

〈1 年 1 章 整数の見方／1 年 2 章 正の数、負の数〉 

 

令和 5年度 全国学力・学習状況調査 □1  

 

1 年・整数の見方 p.16 

 

1 年・正の数、負の数 p.29 

 

正答率 

46.6% 
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空間における平面が同一直線上にない 3

点で決定されることを理解しているかど

うかをみる。 

 

 
エ 

 

 
イ 

⇒2 点を含む平面や 1 つの直線上にある

3 点を含む平面はいくつもあることを捉

えることができていないと考えられ

る。 

 

 
空間における平面が 1 つに決まるとき

の条件について、観察や操作などの活動

を通して、実感を伴いながら理解できる

ようにすることが大切である。 

指導にあたっては、空間における平面

が 1 つに決まる条件として、「2 点を含む

平面は 1 つに決まる。」や、「1 つの直線

上にある 3 点を含む平面は 1 つに決ま

る。」など、条件として不十分なものを取

り上げ、平面が 1 つに決まるにはさらに

どのような条件が必要かを考察する活動

を取り入れることが考えられる。その

際、図を観察することなどを通して、1

つの直線を含む平面がいくつもあること

を捉え、そのうえで、同一直線上にない

3 点で平面が 1 つに決まることを確認す

ることが大切である。 

 
1 つの直線を含む平面がいくつもあ

ることを図で示しています。 

 
下じきや三脚など、身のまわりにあ

る事象を取り上げ、空間における平面

についての理解を深められるようにし

ています。 

指導のポイント 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 

POINT 

POINT 

③ 空間での平面の決定 〈1 年 7 章 空間図形〉 

 

令和 5年度 全国学力・学習状況調査 □3  

 

1 年・空間図形 p.220 

 

正答率 

31.1% 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
反例の意味を理解しているかどうかを

みる。 

 

 
ウ 

 

 
イ 

⇒図のように平行四辺形 ABCD が 1 つか

けたことから、予想がいつでも成り立

つと考え、さらに点 A、B、D の位置を

変えて、図の平行四辺形 ABCD 以外の

平行四辺形を見つけることができれ

ば、予想がいつでも成り立つことを示

すことができると捉えていると考えら

れる。 

 

 
命題やいくつかの場合から推測した事

柄について考察する場面では、命題や事

柄が常に成り立つことを説明するだけで

なく、常に成り立つとは限らないことも

説明できるようにすることが大切であ

る。また、命題が常に成り立つとは限ら

ないことを示すには反例を 1 つあげれば

よいことや、反例は命題の仮定を満たし

ているが、結論を満たしていない例であ

ることを理解できるように指導すること

も大切である。 

 
反例の意味について、丁寧に説明し

ています。 

 
命題の逆を考えることで、命題が常

に成り立つとは限らないことを示すに

は反例を 1 つあげればよいことを理解

できるようにしています。 

指導のポイント 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 

POINT 

POINT 

④ 反例の意味 〈2 年 5 章 三角形と四角形〉 

 

令和 4年度 全国学力・学習状況調査 □3  

 

2 年・三角形と四角形 p.160 

 

正答率 

45.5% 
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関数の意味を理解しているかどうかを

みる。 

 

 
①影の長さ ②経過した時間 

 

 
①経過した時間 ②影の長さ 

⇒独立変数と従属変数の違いを区別でき

ていないと考えられる。 

 

 
日常的な事象の中にある 2 つの数量の変

化や対応の様子を調べ、それらの関係を見

いだす活動を通して、関数の意味を理解で

きるように指導することが大切である。そ

の際、独立変数と従属変数の違いを意識し

て「～は…の関数である」という形で表現

できるように指導することが大切である。 

  さらに、一方の値が決まっても他方の値

がただ 1 つに決まらないような関係や、式

で表すことが困難な関係もあることを取り

上げ、関数の意味の理解を深めることが考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
窓などの日常的な事象の中にある 2

つの数量の変化や対応の様子を調べ、

それらの関係を見いだす活動を設定し

ています。 

 
 「～は…の関数である」という形で表

現する活動を取り入れるとともに、一

方の値が決まっても他方の値がただ 1

つに決まらない関係についても取り上

げています。 

指導のポイント 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 

POINT 

POINT 

令和 3年度 全国学力・学習状況調査 □4  

 

1 年・比例と反比例 p.143 

 

⑤ 関数の表現 〈1 年 5 章 比例と反比例〉 

 

正答率 

48.4% 

1 年・比例と反比例 p.142 
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反比例の意味を理解しているかどうか

をみる。 

 

 
ウ 

 

 
エ 

⇒反比例を比例と混同して捉えたり、反

比例の式の形と結びつけて反比例の比

例定数は 𝑦 の値を 𝑥 の値で割った商で

表されると捉えたりしていると考えら

れる。 

 

 
反比例の意味を理解できるようにする

ために、反比例の特徴を表や式などと関

連づけて捉えることができるようにする

ことが大切である。 

指導にあたっては、活動を通して、 

 「 𝑥 の値と 𝑦 の値の積は一定で、比例定数

に等しい。」という反比例の特徴を表や式 

 𝑦 =
𝑎

𝑥
 、比例定数 𝑎 などと関連づけて捉 

え、反比例の意味を理解できるようにす

ることが大切である。 

 
 𝑥 にいくつかの値を代入して求めた

 𝑦 の値を表にまとめ、対応する 𝑥 と 𝑦 

の値の積が比例定数 𝑎 となることを確

認できるようにしています。 

 
反比例について一通り学習を終えた

あとで、比例定数 𝑎 のもつ意味を表、

式、グラフを用いて統合的に考察する

場面も設けています。 

指導のポイント 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 

POINT 

POINT 

⑥ 反比例の性質 〈1 年 5 章 比例と反比例〉 

 

令和 5年度 全国学力・学習状況調査 □4  

 

1 年・比例と反比例 p.162 

 

正答率 

43.4% 

1 年・比例と反比例 p.157 
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1 次関数の変化の割合の意味を理解して

いるかどうかをみる。 

 

 
ア 

 

 
イ 

⇒表の隣り合う 2 つの 𝑦 の値に着目し、

その差が 2 であることから、その 2 を

変化の割合と捉えていると考えられ

る。 

 

 
伴って変わる 2 つの数量 𝑥 、𝑦 の変化

の様子を表から読み取り、1 次関数 

 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 の変化の割合を求めることが

できるように指導することが大切であ

る。その際、𝑥 、𝑦 の増加量やその割合を

調べる活動を通して、変化の割合の意味

を理解できるようにすることが大切であ

る。 

指導にあたっては、伴って変わる 2 つ

の数量 𝑥 、𝑦 の変化の特徴を捉えるため

に、𝒙 と 𝒚 の表から 1 次関数 𝒚 = 𝒂𝒙 + 𝒃 

の変化の割合を求める場面を設定するこ

とが考えられる。変化の割合は 𝑥 の増加 

量に対する 𝑦 の増加量であり、
𝑦の増加量

𝑥の増加量
 で 

求められることや、変化の割合は 𝑥 の増

加量が 1 のときの 𝑦 の増加量であること

を捉えることができるようにすることが

大切である。 

 
2 種類の水そうの水位の上がり方を

比べる活動を通して、変化の割合の必

要性と意味を理解できるようにしてい

ます。 

 
1 次関数の変化の割合を 𝑥 と 𝑦 の表

から求める場面を設定しています。 

指導のポイント 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 

POINT 

POINT 

⑦ 変化の割合 〈2 年 3 章 1 次関数〉 

 

令和 4年度 全国学力・学習状況調査 □4  

 

2 年・1次関数 p.76 

 

正答率 

38.7% 

2 年・1次関数 p.78 
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累積度数の意味を理解しているかどう

かをみる。 

 

 
9 

 

 
0.1 

⇒累積度数を相対度数と捉えていると考

えられる。 

 

 
データの分布の傾向を捉える活動を通

して、累積度数の必要性と意味について

理解できるように指導することが大切で

ある。 

指導にあたっては、累積度数を用いて

考察する場面を設定することが考えられ

る。また、累積度数と合わせて、最小の

階級から各階級までの相対度数の総和を

表した累積相対度数を表にまとめる活動

を取り入れることも考えられる。 

 
累積度数を用いて、紙コプターの滞

空時間が 2.00 秒未満である回数を求

める場面を設定しています。 

 
どちらの紙コプターのほうが滞空時

間が長いといえるかを、累積相対度数

などを用いて説明する活動も取り入れ

ています。 

指導のポイント 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 

POINT 

POINT 

⑧ 累積度数の意味 〈1 年 8 章 データの分析〉 

 

令和 5年度 全国学力・学習状況調査 □5  

 

1 年・データの分析 p.254 

 

正答率 

46.3% 

1 年・データの分析 p.264 
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⑨ 式の利用 

 

令和 3年度 全国学力・学習状況調査 □6⑶ 

 

正答率 

30.9% 
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数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特

徴を数学的に説明することができるかどうかをみ

る。 

 

 
四角で囲んだ 4 つの数の和は、左上の数と右下 

の数の和の 2 倍である。 

 

 
  四角で囲んだ 4 つの数の和は、2 つの数の和の

2 倍である。 

⇒四角で囲んだ 4 つの数の和について、どの位置

にある 2 つの数の和の 2 倍になるかを見いだし

て説明することができていないと考えられる。 

 
  数の性質について成り立つ事柄を事象に即して

解釈し、事柄の特徴を数学的に説明できるように

指導することが大切である。 

 また、数学の事象から問題を見いだし、数学的

な推論などによって問題を解決し、解決の過程や

結果を振り返って、数量や図形などの性質を見い

だし統合的・発展的に考察することができるよう

にすることも大切である。 

例えば、本問のように、いったん解決された問

題やその解決過程を振り返り、問題の条件や仮定

を見直したり、共通する性質を見いだしたりする

ことを通して統合的・発展的に考察することがで

きるようにすることが大切である。 

 
説明を読み直して、連続する 3 つの

整数の和についてさらにいえることが

ないか考える活動を取り入れていま

す。 

 
問題の条件を変えて、連続する 5 つ

の整数の和について考える場面も設定

しています。 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 指導のポイント 

POINT 
POINT 

2 年・式の計算 p.30～31 
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⑩ 図形の証明 

 

令和 5年度 全国学力・学習状況調査 □9⑴ 

 

正答率 

32.7% 
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ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明

することができるかどうかをみる。 

 

 
  △ABC≡△CEA より、合同な図形の対応する

角は等しいから、 

   ∠BCA＝∠EAC 

よって、錯角が等しいから、 

    BC ∥ AE 

 

 
  △ABC と△CEA において 

CA＝CB 

        AC＝AE 

        AC＝CA 

  3 組の辺がそれぞれ等しいから 

     △ABC≡△CEA 

  よって、 BC ∥ AE 

⇒BC ∥ AE を示すために、△ABC≡△CEA をい

えばよいと捉え、それを説明しようとしている

と考えられる。 

 
  事柄が成り立つことを証明することができるよ

うにするためには、構想を立て、それに基づいて

仮定から結論を導く推論の過程を数学的に表現で

きるように指導することが大切である。 

指導にあたっては、根拠となる事柄を捉え、そ

の事柄を与えられた条件から導く過程を考えると

いった構想を立てる活動を取り入れることが考え

られる。 

また、図形の性質を考察する場面では、観察や

操作、実験などの活動を通して、予想した事柄が

成り立つ理由を筋道を立てて考えることができる

ようにするとともに、条件を変えるなどして統合

的・発展的に考察することができるようにするこ

とが大切である。 

さらに、いったん解決された問題やその解決過

程を振り返り、問題の条件を見直したり、共通す

る条件や図形の性質を見いだしたりすることを通

して、統合的・発展的に考察することができるよ

うにすることが大切である。また、こうした活動

を通して、自ら条件を変えた場合について考察し

ようとしたり、数量や図形の性質を成り立たせる

本質的な条件を見いだそうとしたりする態度を育

てることが大切である。 

 
統合的・発展的な考察に役立つ動画

コンテンツも用意しています。 

 
証明の構想の立て方について、丁寧

に扱っています。 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 指導のポイント 

POINT POINT 

2 年・平行と合同 p.134～135 
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⑪ 箱ひげ図の利用 

 

令和 5年度 全国学力・学習状況調査 □7⑵ 

 

正答率 

33.9% 
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複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉

え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみる。 

 

 
  1991 年～2005 年の箱ひげ図の箱よりも

2006 年～2020 年の箱ひげ図の箱の方が右側

にある。したがって、2006 年～2020 年の黄

葉日は、1991 年～2005 年の黄葉日より遅く

なっている傾向にある。 

 

 
  1991 年～2005 年の箱の長さよりも 2006 年

～2020 年の箱の長さの方が短く、データが集

まっているから。 

 ⇒箱ひげ図の位置に着目せず、データの散らばり

具合に着目して黄葉日が遅いことを説明しよう

としていると考えられる。 

 
  データの分布の傾向を読み取って判断し、その

理由を数学的な表現を用いて的確に説明すること

が大切である。その際、判断の理由を箱の位置や

四分位数などを用いて説明できるようにすること

が大切である。 

 また、日常生活や社会の事象を題材とした問題

などを取り上げ、統計的に問題解決することがで

きるように指導することも大切である。その際、

問題を解決するために計画を立て、必要なデータ

を収集して分析し、データの分布の傾向を捉え、

その結果を基に批判的に考察し判断するという一

連の活動を充実させることが大切である。 

なお、インターネットなどの情報通信ネットワ

ークを活用してデータを収集する場合は、二次的

なデータが多くなると考えられるので、誰がどの

ようにして調べた結果であるのかなど、その信頼

性についても批判的に考察する必要がある。 

 
冬日の日数の経年変化についての問

いを見いだし、PPDAC サイクルに沿

って統計的に問題解決をすることがで

きるようにしています。 

 
二次元コードから外部リンクにアク

セスし、統計データを収集することが

できるようにしています。 

誤答例 

正答 

出題の趣旨 指導のポイント 

POINT 

POINT 

2 年・データの分析 p.216～217 
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